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論　文　の　内　容　の　要　旨
　カキの繁殖は専ら接木繁殖によるが，ある穂木と台木の組み合わせにおいて接木後の生長が良好でなく，
場合によって枯死に至ることもあり，接木不親和性の一例として知られている。著者は自国（ネパール）に
おける落葉果樹，とくにカキ生産に寄与すべく，この接木不親和性の機構を明らかにして，その風土に合致
した穂木と台木の組み合わせを選抜する資料を得ようとした。接木方法は芽接ぎでは 8 月に削ぎ芽接ぎ，枝
接ぎでは 4 月に切り接ぎを行えば活着が良好で，カキ（Dyospyros kaki）を台木にした場合，活着後の生長
も旺盛となった。一方，‘富有’とマメガキ（D. lotus）の組み合わせにおいては，活着程度や生長等に接木
不親和性の一端が観察できた。接木部の活着過程の解剖学的観察から，カルスの形成には組み合わせに差異
は認められなかったが，ネクロシス発達の程度には異種間接木（‘富有’とマメガキ（D. lotus）の組み合わ
せ）において顕著であった。このことが接木不親和をもたらす要因のひとつと考えられた。また，この組み
合わせでは葉の光合成速度や蒸散速度が，同種間接木（‘富有’とカキ（D. kaki））と比べ明らかに低下す
ることを明らかにした。さらに，2 年生‘富有’を D. kaki 及び D. lotus 台木に接木をして，3C 安定同位体
で標識した CO2 を施用後，樹体各部への光合成産物の分配を複数年にわたり調査した。その結果，
3C 取り
込み量は D. kaki 台で D. lotus 台よりも多く，葉及び枝梢部における 3C 分布は経時的に減少する一方，主幹，
接木部，主根，細根部では増加して光合成産物の転流が観測できた。異種間接木では細根部への分配が同種
間接木に比べ明らかに少なく，恐らく接木部における養水分の通導異常が他器官・組織，とくに接木部より
下位への転流を妨げた結果と推察できた。主幹部に環状剥皮処理を行い同様の試験を行ったところ，同種間
接木では 3CO2 施用葉より上部の枝梢部への転流が，異種間接木よりも促進されることを明らかにし，光合
成産物の分配における台木の重要性を示唆した。このように本研究は，カキの接木不親和性に係る有用な基
礎的資料を得ており，これらは実際栽培への活用も期待できる。
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審　査　の　結　果　の　要　旨
　近年，世界各国でカキ栽培が行われるようになり，ネパールも例外ではない。しかし，同国では接木不親
和性がカキ栽培の普及を遅らせているのが実状である。本研究は，接木不親和性機構の解明とともに適切
な穂木と台木の組み合わせ，接木方法等の選定を行った。その結果，‘富有’をカキ（D. kaki）を台木とし
て 8 月に削ぎ芽接ぎ，4 月に切り接ぎを行うと活着が良好で，活着後の生長も旺盛となった。マメガキ（D. 
lotus）台木では，活着程度や生長等に接木不親和性の一端が観察できた。また，3C 安定同位体を用いた光
合成産物の分配から，特に根系への分配が劣ることを明らかにし，接木部における養水分の通導異常がもた
らしたと推察した。これらの資料は，解剖学的観察に加え，その接木活着の不良が原因と思われる養水分の
通導異常を示唆し，実際に生長への影響ばかりでなく，物質生産に係る葉の光合成能や蒸散，さらには同化
産物の転流阻害についても言及した。このように，実際栽培，とくに繁殖方法の改善に有用される基礎資料
を提示したとともに，接木不親和性の生態・生理的な要因解明へ寄与した論文として十分に評価されるもの
である。農業上かつ学術上にも非常に有益であり，著者の母国におけるカキ栽培普及への役割は大きい。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
